
4

　皆さんから納めていただいた税金などがどのように使われ、どのように財政が運営されているのかを知っ
てもらうために、市では毎年２回財政事情を公表しています。

◆一般会計
　一般会計の決算額は、前年度からの繰越事業費を含み、歳入が480億562万円、歳出は459億6,108万円
となりました。厳しい財政状況のもと、歳出のより効率的な執行に努めた結果、実質収支※１は11億6,346万円
の黒字となりました。
　※１　実質収支は、歳入歳出差引収支から翌年度に繰り越すべき財源を差し引いたものです。

市税
51億2,023万円
10.7%

公債費
70億9,573万円
15.4%

人件費
70億7,543万円
15.4%

扶助費
45億2,541万円
9.8%普通建設事業費

72億8,408万円
15.9%

物件費
62億9,171万円
13.7%

補助費等
48億7,763万円
10.6%

繰出金
47億5,680万円
10.4%

積立金
13億110万円

2.8%

投資及び出資金・貸付金
12億1,201万円  2.6%

維持補修費 7億2,142万円 1.6%

災害復旧事業費
8億1,976万円

1.8%

固定資産税
24億371万円 
47.0%

市民税
20億8,593万円 
40.7%

軽自動車税
2億6,106万円 
5.1%
市たばこ税
3億4,391万円
6.7％

入湯税 2,562万円
0.5%

【市税の内訳】

使用料及び
手数料 
6億1,844万円
1.3%
その他
自主財源
5億5,744万円
1.2%

地方交付税
209億352万円
43.6%

市債
60億1,544万円
12.5%

歳入決算額
480億
562万円

歳出決算額
459億
6,108万円

市税合計
51億

2,023万円

県支出金
43億1,204万円

9.0%

国庫支出金
33億2,725万円
6.9%

地方消費税
交付金
10億5,949万円
2.2%

地方譲与税
4億9,523万円
1.0%

その他
依存財源
2億781万円
0.4%

自主財源※3
116億8,484万円
24.4％

依存財源※2
363億2,078万円
75.6％

繰越金
24億6,879万円
5.1%繰入金

19億7,085万円 
4.1%
諸収入
9億4,909万円 
2.0%

〈歳入〉　前年度に比べ20億2,909万円減額となりました。 〈歳出〉　前年度に比べ16億484万円減額となりました。
■性質別内訳■

義務的経費※4
186億9,657万円
40.6％

投資的経費※5
81億384万円
17.7％

　その他依存財源には、自動車取得税交付金（1億
3,017万円）、国有提供施設等所在市町村助成交付
金（2,225万円）、配当割交付金（1,562万円）などがあ
ります。
　その他自主財源には、分担金及び負担金（2億
1,485万円）、寄附金（2億426万円）、財産収入（1億
3,833万円）があります。

※２　依存財源は、国や県から定められた額を交付されたり割り当てられたり
するお金です。

※３　自主財源は、市が自主的に収入することができるお金です。

※４　義務的経費は、毎年必ず必要となる固定
的な支出で、削減が難しい経費です。

※５　投資的経費は、道路・学校・公共施設の整
備など将来に残るものに支出される経費
です。

性質別分類
公債費…市の借入金返済のために使われたお

金です。
人件費…職員給料のほか、議員や非常勤特別

職の報酬などに使われたお金です。
扶助費…生活保護など社会保障に使われたお

金です。
普通建設事業費…道路・学校・公共施設などの

整備に使われたお金です。
物件費…臨時職員の賃金や各施設の維持管理

などに使われたお金です。
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